
第３学年 歴史的分野① 「二度の世界大戦と日本」（20時間完了） ○評定に用いる評価 ●学習改善のための評価

場 時 主な学習の流れ 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① ・資料を基に，二度の世界大戦に関 ・追究課題について，切り口を考察 ・時代の特色を捉えた上で，追究課題
わる基本的な事項をまとめ，時代 し，比較した上で意思決定してい を追究しようとするとともに，追究
の特色を踏まえながら理解してい る。 課題について意思決定した過程を見

② Ａ る。 直しながら意思決定しようとしてい
考 ③ る。
え

④を
も ・資料を基に，二度の世界大戦に関 ・追究課題について，切り口を考察 ・時代の特色を捉えた上で追究課題を
つ

⑤
わる基本的な事項をまとめ，理解 した上で意思決定している。 追究しようとする，または，追究課

場
⑥

している。 題について意思決定した過程を見直【

Ｂ しながら意思決定しようとしてい
拡 る。
散
的 ⑦
思
考 ○発言の内容（①～⑥） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（⑦）】

●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容
方
法

戦争に向かうことにつながる点（☆）・つながらない点（★）

⑧
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拡
散
的
思
考 ⑭】

・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，振り分けられた ・切り口に関わる社会的事象について
影響について，国民と政府の立場ご 立場に立って資料を基に切り口を比 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ａ とに整理して理解している。 較した上で意思決定している。 するとともに，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思

⑮ 決定しようとしている。

・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，資料を基に切り ・切り口に関わる社会的事象について
影響について理解している。 口を比較した上で意思決定してい 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ｂ る。 する，または，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

方
○発言の内容（⑧～⑬） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（⑭・⑮）

法
●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容

⑯ 集
団
の
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論
で
予
想

考 さ
え れ
を る
創 生
り 徒
上 の
げ 発
る ⑰ 言
場 例【

収
束 ・概念的知識を社会的事象と結び付け ・追究課題について，概念的知識を踏 ・これまで学習してきたことを基に追
的 て理解している。 まえて意思決定している。 究課題を追究しようとするととも
思 ⑱ Ａ に，追究課題について意思決定した
考 過程を見直しながら意思決定しよう】

としている。

・概念的知識を理解している。 ・追究課題について，概念的知識の一 ・これまで学習してきたことを基に追
部を踏まえて意思決定している。 究課題を追究しようとする，または，

⑲ Ｂ 追究課題について意思決定した過程
を見直しながら意思決定しようとし
ている。

⑳ ○発言の内容（⑱） ○発言の内容（⑯・⑰） ○「ステップチャート」の記述内容
方 ●「ステップチャート」の記述内容 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「単元レポート」の記述内容
法 ○単元テスト ○「単元レポート」の記述内容

○「単元レポート」の記述内容

「経済の悪化」が，国民と政府に及ぼ
す影響について捉える。

「軍部の台頭」が，国民と政府に及ぼ
す影響について捉える。

【個々の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，「ステップチャート」を使いな
がら意思決定した過程を説明し，検討する。
議論の中で出された意見を基に，自分が意

思決定した過程を振り返る。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ③】【Ｍ②】

【立場の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，複数の立場の意見を踏まえて，
どの切り口が最もふさわしいかを議論する。
これまでの学習内容や本時に議論したこと

を振り返り，「どうすれば，戦争に向かうこと
を防げるか」について考える。【ＲＭ①】

概念的知識「国民が情勢を見定め，政府が
安定した統率力を保っていれば戦争に向か
うことを防ぐことができる」

【集団の討論】
概念的知識を踏まえて，どの政策が最もふ

さわしいかを学級全体で議論する。

意思決定した過程とこれまでの学習内容を
振り返り，「単元レポート」としてまとめる。
【拡・収ＲＭ①】【ＲＭ②】

大正時代の日本と世界の動きを年表にまと
め，時代を大観する。

時代の特色を捉え，追究課題を確認する。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ①】

追究課題「日本が日中・太平洋戦争に向かう
ことになった最も大きな要因は何か」
切り口Ａ「経済の悪化」
切り口Ｂ「軍部の台頭」
切り口Ｃ「国際関係の悪化」

第一次世界大戦の背景とその影響を捉える。

昭和初期から終戦までの日本と世界の動き
を年表にまとめ，時代を大観する。

意思決定した過程を「ステップチャート」
にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ②】【Ｍ①】

概念的知識を他の時代に当てはめて考える。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【収Ｍ①】【Ｍ③】

世界恐慌の影響と第二次世界大戦開戦から
終戦までの経緯や影響を捉える。

「国際関係の悪化」が，国民と政府に
及ぼす影響について捉える。

切り口Ｂ「軍部の台頭」を選んだ生徒の主張例
・国民は，五・一五事件を起こした軍部の動きを支持しており，情勢を見定めることができなくなっていた。
政府は，五・一五事件や二・二六事件によって，軍部の政治介入が強まり，政党政治が崩壊したので，政府
は安定した統率力を保つことができなくなっていた。

切り口Ｂ「軍部の台頭」の主張に対しての反論例
・翼賛選挙で軍を批判する人が当選するなど，軍の動きを支持しない国民は多数おり，情勢を見定めることが
できなくなっている訳ではない。

切り口Ｂ「軍部の台頭」を選んだ生徒の再反論例
・軍部のやり方に反対する人はいたかもしれないが，国家総動員法や隣組など，軍部は国民の意識が戦争に向
かうための統制を行い，国民が情勢を見定められなれないようにしていた。

切り口Ｂ「軍部の台頭」を選んだ生徒の最終的な主張例
・切り口Ａは，経済の悪化は一時的なものであり，国力は回復したので，国民が情勢を見定められなくなった
要因としては低い。また，政府も経済を回復させるために他国の侵略することは否定していたので，安定し
た統率力を保っていた。切り口Ｃは，国際関係の悪化によって，国連を脱退してファシズム諸国と同盟を結
んでいたので，安定した統率力を保つことはできなくなってきたが，国民は言論や文化の統制に不満を持っ
ているので，情勢を見定められなくなった訳ではない。それに比べ切り口Ｂは，五・一五事件以降，軍部の
政府への発言力を強め，政党政治を崩壊させているので，政府が安定した統率力を保つことができなくなっ
ていった。国民も軍部の統制に不満があったかもしれないが，国家総動員法や隣組による監視などで，戦争
に向かわざるを得なくなっており，情勢を見定められなくなってしまっていた。

単元テストを行う。

国民の立場 政府の立場

経
済
の
悪
化

☆欠食児童や娘の身売りをしなければいけないほど生
　活が困窮していた。
☆満州国の侵略を否定している浜口内閣を批判してお
　り，政府への不満が高まっていた。
★重化学工業が発達し，国民の生活が回復したので不
　満が少なくなった。
★繊維製品の輸出額が増加し，生活が回復したので不
　満が少なくなった。

☆金融恐慌や裏が白い紙幣の発行など，政府が混乱して
　おり，信頼を失っていた。
☆財閥が出現し，発言力を高めており，政府の発言力が
　小さくなっていた。
★浜口内閣は緊縮財政で恐慌を乗り切ろうとしており，
　満州国の侵略を否定していた。
★重化学工業の発達や繊維製品の輸出額が増加し，国力
　が回復していた。

軍
部
の
台
頭

☆国家総動員法や隣組などによって，国民生活の統制
　が強まり，戦争に反対できなくなっていった。
☆五・一五事件では，軍部の動きを支持しており，政
　府への信頼が低下していた。
★滝川事件で京大教授たちが軍国主義を反対していた
　など，軍部の台頭に否定的な国民もいた。
★軍批判をして除名された国会議員が，その後の翼賛
　選挙で当選しており，国民の支持があった。

☆五・一五事件や二・二六事件によって，軍部の政治介
　入が強まり，政党政治が崩壊した。
☆天皇機関説の否定や国体明徴声明を出すなど，軍の圧
　力によって政府が動いていた。
★軍部出身の内閣総理大臣でも大戦不介入を宣言・継承
　していた。
★軍を批判する国会議員への国民の支持があったので，
　軍主導の政府が支持されていた訳ではなかった。

国
際
関
係
の
悪
化

☆松岡洋右を大歓声で迎えており，国連脱退を支持し
　ていた。
☆言論や文化の統制によって，アメリカやイギリスを
　敵国とみなす国民が増えていた。
★言論や文化の統制によって生活が不自由となったの
　で，戦争に対する不満が高まっていた。
★資源不足によって軍需生産を優先した結果，生活必
　需品が不足し，国民の不満が高まった。

☆国連脱退後は日独伊三国同盟を結んでおり，ファシズ
　ム諸国の影響を受けていた。
☆アメリカとの関係悪化によって資源不足となり，東南
　アジアへの進出が不可欠な状況となった。
★松岡洋右自身も国連に残るべきと考えており，政府は
　国際的な孤立を望んでいる訳ではなかった。
★大東亜共栄圏の提唱など，アジアで協力して欧米から
　の侵略を防ぎ，平和を確立しようとしていた。



第３学年 歴史的分野② 「現代の日本と世界」（20時間完了） ○評定に用いる評価 ●学習改善のための評価

場 時 主な学習の流れ 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① ・資料を基に，戦後の日本や世界の ・追究課題について，切り口を考察 ・時代の特色を捉えた上で，追究課題
動きに関わる基本的な事項をまと し，比較した上で意思決定してい を追究しようとするとともに，追究
め，時代の特色を踏まえながら理 る。 課題について意思決定した過程を見

② Ａ 解している。 直しながら意思決定しようとしてい
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⑤
・資料を基に，戦後の日本や世界の ・追究課題について，切り口を考察 ・時代の特色を捉えた上で追究課題を

場
⑥

動きに関わる基本的な事項をまと した上で意思決定している。 追究しようとする，または，追究課【

め，理解している。 題について意思決定した過程を見直
拡 Ｂ しながら意思決定しようとしてい
散 る。
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思
考】

○発言の内容（①～⑥） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（⑦）
●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容

方
法

重要な役割につながる点（☆）・つながらない点（★）
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⑭ ・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，振り分けられた ・切り口に関わる社会的事象について
影響について，自国と諸外国の立場 立場に立って資料を基に切り口を比 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ａ ごとに整理して理解している。 較した上で意思決定している。 するとともに，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思

⑮ 決定しようとしている。

・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，資料を基に切り ・切り口に関わる社会的事象について
影響について理解している。 口を比較した上で意思決定してい 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ｂ る。 する，または，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

方
○発言の内容（⑧～⑬） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（⑭・⑮）

法
●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容

⑯ 集
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上 の
げ 発
る ⑰ 言
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収
束 ・概念的知識を社会的事象と結び付け ・追究課題について，概念的知識を踏 ・これまで学習してきたことを基に追
的 て理解している。 まえて意思決定している。 究課題を追究しようとするととも
思 ⑱ Ａ に，追究課題について意思決定した
考 過程を見直しながら意思決定しよう】

としている。

・概念的知識を理解している。 ・追究課題について，概念的知識の一 ・これまで学習してきたことを基に追
部を踏まえて意思決定している。 究課題を追究しようとする，または，

⑲ Ｂ 追究課題について意思決定した過程
を見直しながら意思決定しようとし
ている。

⑳ ○発言の内容（⑱） ○発言の内容（⑯・⑰） ○「ステップチャート」の記述内容
方 ●「ステップチャート」の記述内容 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「単元レポート」の記述内容
法 ○単元テスト ○「単元レポート」の記述内容

○「単元レポート」の記述内容

「平和の維持」が，自国と諸外国に及
ぼす影響について捉える。

「経済の発展」が，自国と諸外国に及
ぼす影響について捉える。

【個々の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，「ステップチャート」を使いな
がら意思決定した過程を説明し，検討する。
議論の中で出された意見を基に，自分が意

思決定した過程を振り返る。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ③】【Ｍ②】

【立場の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，複数の立場の意見を踏まえて，
どの切り口が最もふさわしいかを議論する。
これまでの学習内容や本時に議論したこと

を振り返り，「どうすれば国家として重要な役
割を果たせるか」について考える。【ＲＭ①】

概念的知識「自国の発展につながり，諸外
国に貢献できれば，国家として重要な役割
を果たせる」

【集団の討論】
概念的知識を踏まえて，どの政策が最もふ

さわしいかを学級全体で議論する。

意思決定した過程とこれまでの学習内容を
振り返り，「単元レポート」としてまとめる。
【拡・収ＲＭ①】【ＲＭ②】

戦後から現代までの日本と世界の動きを年
表にまとめ時代を大観する。

時代の特色を捉え，追究課題を確認する。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ①】

追究課題「戦後の日本が果たしてきた最も重
要な役割は何か」
切り口Ａ「平和の維持」
切り口Ｂ「経済の発展」
切り口Ｃ「外交関係の構築」

民主化に向けた動きとその影響を捉える。

冷戦下の国際社会や日本が国際社会に復帰
するまでの経緯やその影響を捉える。

意思決定した過程を「ステップチャート」
にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ②】【Ｍ①】

概念的知識を他の国に当てはめて考える。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【収Ｍ①】【Ｍ③】

日本の高度経済成長が国内やグローバル化
する世界に及ぼした影響について捉える。

「外交関係の構築」が，自国と諸外国
に及ぼす影響について捉える。

切り口Ａ「平和の維持」を選んだ生徒の主張例
・自国にとって，平和主義によって戦争に参加することのない平和な国家を築けたことで発展につながってい
った。諸外国にとっても，日本が非核三原則によって核廃絶を世界に訴えることで，国際平和の実現に貢献
してきた。

切り口Ａ「平和の維持」の主張に対しての反論例
・朝鮮戦争の特需景気によって日本経済が復興しているので，平和の維持だけで国が発展してきた訳ではない
のではないか。

切り口Ａ「平和の維持」を選んだ生徒の再反論例
・朝鮮戦争は復興のきっかけになった要因の一つだが，警察予備隊や後の自衛隊の設置につながっている。自
衛隊は，日本国内の平和の維持や発展，国際平和にも貢献しているので，平和の維持が重要な役割である。

切り口Ａ「平和の維持」を選んだ生徒の最終的な主張例
・切り口Ｂは，自国にとって，経済の発展が公害問題を引き起こしたり，バブル経済の崩壊を招いたりしてお
り，自国の発展につながっていった訳ではない。諸外国にとっても，日本経済の発展がアメリカとの貿易摩
擦を引き起こしているので，諸外国に貢献していない。切り口Ｃは，自国にとっては，サンフランシスコ平
和条約や日ソ共同宣言などによって，多くの国との国交が正常化したことで，国際社会に復帰して自国の発
展につながっていった。しかし，諸外国にとっては，近隣諸国との外交関係が正常化しておらず，領土問題
なども残っているので，貢献できているとは言いがたい。それに比べ切り口Ａは，平和の維持に努めてきた
ことで一度も戦争に参加することのない平和な国に発展させていくことにつながり，唯一の被爆国として国
際平和にも率先して貢献していける国につながっていった。

単元テストを行う。

自国の立場 諸外国の立場

平
和
の
維
持

☆平和主義によって，戦争に参加したり巻き込まれた
　りすることなく，平和な社会を築いてきた。
☆自衛隊の設置により，有事の際に迅速に支援でき
　るようになった。
★朝鮮戦争に関わる特需景気によって，戦後の復興
　を早めることにつながった。
★日米安全保障条約によって，米軍基地が沖縄を中
　心に設置され，様々な問題を引き起こしている。

☆非核三原則など，核廃絶を世界に訴えることで国際平
　和の実現に貢献してきた。
☆国際平和維持活動に自衛隊が出動するなど，世界各地
　の平和維持に貢献してきた。
★沖縄の米軍基地からベトナム戦争に出撃するなど，米
　軍基地が戦争に活用されていた。
★世界各地で地域紛争やテロなどが多発しており，日本
　の取り組みだけでは限界がある。

経
済
の
発
展

☆三種の神器の普及や所得倍増計画などで国民の生活
　水準が上がった。
☆新幹線や高速道路の開通など，都市間の結びつきが
　強まっていた。
★四日市ぜんそくや水俣病など，各地で公害問題が
　深刻化した。
★バブル経済の崩壊によって，長期の不況に陥り，
　経済格差が広がった。

☆石油危機後に省エネルギーの技術力を高め，世界の環
　境保護の取り組みに貢献している。
☆石油危機以降の安定成長によって経済大国となり，発
　展途上国にＯＤＡなどで様々な支援をしている。
★日本の経済成長によって日米貿易摩擦を引き起こし，
　アメリカとの関係が悪化した。
★経済成長を優先させたり，火力発電中心の発電を行っ
　たりして，地球温暖化を進行させている。

外
交
関
係
の
構
築

☆サンフランシスコ平和条約によって，独立国として
　の主権を回復することができた。
☆日ソ共同宣言によってソ連との国交が回復し，国連
　に加盟することができた。
★ソ連（ロシア）とは平和条約が未締結で，北方領
　土の返還交渉が続けられている。
★北朝鮮とは，日朝平壌宣言が出されたものの，拉
　致問題等は未解決で国交も正常化していない。

☆サンフランシスコ平和条約によって，東南アジア諸国
　は様々な経済協力を受けている。
☆日韓基本条約によって，日本から経済協力や文化協力
　などを受けている。
★日中平和友好条約を締結し国交が正常化されたが，領
　土問題や歴史認識で日本との見解が異なっている。
★日朝平壌宣言以降，日朝国交正常化交渉が進展してお
　らず，逆にアメリカとの首脳会談が増えてきている。


